
氏 名 髙橋正行

所 属 校 名 柴田学園大学

所 属 学 科 こども発達学科

職 名 教授

学 位 修士(スポーツ科学)

研 究 分 野 の
キ ー ワ ー ド

縄跳び，運動あそび，発生的運動学，
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髙橋正行，川口鉄二，発生運動学に基づいたボール運動の指導に関する研究―ネット型ゲームの教材開発を通して―，スポーツ運動学研究 33， 139-152，2020

髙橋正行，川口鉄二，ネット型攻守一体プレイタイプの教材開発－バドミントンを基にしたゲームづくりの一試み－，日本スポーツ運動学会第33回大会，2020

仙台市男女共同参画社会推進委員会委員，2020.10～2023.9

髙橋正行, 川口鉄二，グリップ操作に着目した二重跳びの指導法，スポーツ運動学研究 28，69-81，2015

髙橋正行，長見真，運動類縁性に基づいた短縄跳び指導の一試み－前方背面交差とびを事例として－，帝京科学大学教育・教職研究第５巻１号，1－9，2019

髙橋正行，人と関わりを深め, 生き方を学ぶ―総合的な学習の時間との関連を生かした修学旅行―，月刊 道徳と特別活動 30 No5，2013

髙橋正行，「二重跳び」の本当の“コツ”は何か，体育科教育第65巻1号，2017

髙橋正行，短なわ・前方二回旋とびの局面構造に関する研究，宮城体育学会第14回大会，2009

髙橋正行，川口鉄二，前方二回旋とびの回旋技術に関するモルフォロギー的研究，日本スポーツ運動学会第23回大会，2010

髙橋正行，川口鉄二，二重跳びの発生論的試み－コツの意識化を手がかりに－，日本スポーツ運動学会第28回大会，2015

髙橋正行，長見真，運動類縁性に基づいた短縄跳びの学習指導― 背面交差跳びの指導を手がかりに ―，2018

2013年度仙台大学教員免許状更新講習・体育の授業づくり（講師）

2017年度仙台市教育研究会体育研究部会授業研究会（助言者）
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